
２０１２年２月５日 主日礼拝  ≪誕生祝福式・洗礼式≫    

 

司  会        ①村上兄    ②高山吉兄    ③中村勝兄 

奏  楽 

祈  祷                                             故三畑兄(ＶＴＲ)                                                

 

賛  美     聖歌４９０番       （リバイバルの日は近づけり） 

                         （こころ静かに） 

使徒信条 

 

聖  書                                                                                                                                                              ①                                                                                      ヨハネによる福音書１４章１～３節                                                                                  

                                                                                                                                                                   ②            ③                                                                                                                                                                  マタイによる福音書２０章２９～３４節 
 

 

音  楽                                                    ①           坪井永城師 

       ②③  アサリオン 

証   詞   ①     原健次郎兄       
 

 

メッセージ   ①                                                    「おうちに帰ろう」                                 菅原岳伝道師 

                                                                                             ②    ③       「二人の盲人が夢を見た」                                                                                                                                                                                    大川従道牧師 

 

賛  美   「明日はどんな日か」 (献金・東日本の為） 

主の祈り     

祝  祷   

 

【大和ニュース】  

・ 受洗おめでとう！①長田龍侍兄（モーセ会） ○入 長田有利子姉(ハンナ会） 

・ 「入門講座」は毎月３回。９時～１０時。受洗・転入希望者のため。 

・ 本日、手話の会、ヨシュア会、Ｇマジック、ＩＣＡ支援会、Ｊ.Ｐｌｕｓ等あり。 

 

・                   今週も祈祷会を大切に！説教は坪井副牧師「５つの目的」 水曜夜と木曜朝。                       

・ 準備祈祷会は、金曜夜９時から。説教は久保田補教師。 

・ 週末礼拝は、土曜夜６時から。説教は佐々木補教師。賛美にあふれます！ 

* 祝結婚！鈴木陽介様とソンティ・サルティカ・ハタジュール様。水曜祈祷会直後。 
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石の枕  
  

 これは明治の昔、岡倉天心のエピソードです。彼は書くことも、話すことも十分 

な英語力をもっていて、日本文化の心を世界に広げた人です。 

 あるとき、天心がマンハッタンを歩いていると、いかにも北部のアメリカ人らしい 

白人が近づいてきて、Which nese are you, Chinese or Japanese? 

 (あなたはどっちの「ニーズ」ですか、チャイニーズ又はジャパニーズ？)ときいた。 

 天心、間髪を入れず、Which key are you, donkey, monkey, or yankee?  
 (あなたは、どのキーですか、ドンキー、マンキー、ヤンキー？)とやり返した。 

アメリカ人が、中国人と日本人との見分けがつかないので、からかい半分で、 

失礼なことをきいたのである。 

 それを逆手にとって、ドンキー(ロバ、バカもの、とんまの意)か、マンキー(サル、 

いたずらっ子、人間ではない)か、それともヤンキーか、よく区別がつかないが、 

どのキーか。そう反撃して相手をへこましたところが痛快である。 

 

 今月２３日から「イスラエル旅行」、教会員３０余名とご一緒する。お祈り 

願いたい。聖地旅行で新しい発見を期待している、ガイドがイスラエル人なので、

ユーモア好きの国民性であるから、新ネタを仕入れて来たい。 

 ２つのお願い。(１)イスラエルの貧しい移民者をサポートしてきたが、今回、 

「ブリッジス・フォー・ピース」の本部を訪ねる。そこでお土産に、文具類、タオル、 

おもちゃ類を手渡し、彼らを励ましたい。１９日までに受付の箱にお願いします。 

 (２)イスラエルで祈って来ますので、祈りのリクエストを書いて、ロビーのポストに 

入れて下さい。牧師だけが読んで祈ります。なるべく簡単に書いて下さい。 

封筒いらない。箇条書きで。旅行中持って歩き祈ってきます。 

 

日曜学校の低学年の生徒たちが、何十人も信仰告白をし、洗礼を 

受ける準備に入る。これは霊的リバイバルの始まりと言える。教師たちには、 

あわてず、あせらず、ゆっくりと指導してほしいとお願いしている。勿論、 

ご両親の理解なしには不可。でも子供たちは、純粋で、真面目に罪を悔い改め、 

イエス様を主と告白し、主への従順を祈っている。祈って応援してください。 
 
 

 宿 題 （祝 大 ） 今 週 もむさぼるように聖 書 を読 みましょう！ 

A コース：マタイ２３章２３節～２６章５４節  B コース：出エジプト記３７章～レビ記１３章 


